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研究成果の概要（和文）：　ハンガリー語動詞接頭辞の多義性は、基本的な空間的用法（イメージ･スキーマ）がメタ
ファーやメトニミーにより意味拡張された意味ネットワークとして記述できる。完了アスペクト機能は、空間移動のイ
メージスキーマが、メタファーにより状態変化として捉えられ、結果状態に焦点が置かれて前景化（終端焦点化）した
文法化の結果と考えられる。動詞接頭辞付加による対格の出現や、格の交替現象も、結果状態の前景化（終端焦点化）
として説明できる。動詞接頭辞付加により生じる微妙な意味の差異も、移動のイメージスキーマのどの部分が前景化さ
れるのか、背景化された過程のどの部分が活性化されるかによって説明可能である。

研究成果の概要（英文）： The polysemy of Hungarian verbal prefixes can be analyzed as a semantic network 
that is constructed by metaphor and metonymy. The perfectivizing function of the verbal prefixes is 
derived from the grammaticalization process, by metaphorical extension from the central image schema and 
shifting the attention to the final stage of the process (end-point focusing). The focused or 
foregrounded element is marked by accusative case, because it is construed as the affected entity, and 
affected entities that change state, are expressed in syntax as direct objects. The subtle difference of 
meanings could be explained by the activation of backgrounded element of the image schema. The linguistic 
coding involves such factors as focus shift, foregrounding, backgrounding or figure/ground reversal.

研究分野：言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ハンガリー語の動詞接頭辞は、動詞の前に
接続して、新しい意味をもつ複合動詞を形成
する要素である。ドイツ語の前綴りやロシア
語の接頭辞、英語の動詞句を構成する前置詞
と似ている。 
動詞接頭辞の基本的な機能は、動作や移動
の方向を表わすことである。たとえば、動詞
接頭辞 be は「中へ」という意味を動詞（基
体動詞）に付加する（megy「行く」、bemegy
「中へ行く、入る」）。 
 しかし、be には「中へ」という方向の意
味の他に、接続する動詞によって、｢全体的
に～する｣や「十分に～する」、｢完全に～す
る｣といったアクツィオンスアルト的(行為
や出来事の様相)およびアスペクト的機能を
付加する役割もある。また元の動詞から予測
不可能なまったく別の意味の動詞が形成さ
れることもあり、意味的に非常に多義的で、
学習上も習得がむずかしい。 
 さらに、通常は動詞の前に接続し、音韻的
にも形態的にも動詞とともに一語を形成す
るが、統語的には独立した語のようにふるま
うことがある。強調要素(フォーカス)、疑問
詞、否定詞などがある非中立的な文において
は、動詞接頭辞は基体動詞から分離して後方
に置かれる。 
 このように、この文法カテゴリーは意味的
にも統語的にも複雑なふるまいをすること
から、十分に記述されているとはいえない。
そのため学習上も習得が非常に困難な要素
である。とりわけ、その意味と機能はきわめ
て多様で多義的である。 
 しかし、一見かなりかけ離れているように
見える異なる意味の背景に、なんらかの必然
的関係性があることが明示できれば、ハンガ
リー語教育法や辞書の記述に大いに役立つ
はずである。 
そこで、英語の場所関係を表す前置詞の分
析に使われた認知意味論的分析法を応用す
れば、ハンガリー語の動詞接頭辞の多義的用
法は、もっとも基本的な空間的用法（基本的
イメージ･スキーマ）からメタファーやメト
ニミーなどによって意味拡張され、時間をは
じめとする抽象的な関係、さらには完了アス
ペクトを付加する機能にまで拡大し、文法化
していったと仮定でき、意味ネットワークと
して記述できる可能性があると想定した。 
 また、動詞接頭辞の語彙的意味が希薄にな
り、文法的意味を獲得する文法化のプロセス
は、いくつもある動詞接頭辞により、かなり
異なる様相を呈している。たとえば、歴史的
に本来｢後ろへ、戻って｣という意味を有して
いたとされる動詞接頭辞 meg は、今日では
完了アスペクトを付与する機能しかもって
おらず、完全に文法化している。言語に普遍
的に観察されるこの｢文法化｣の観点から、動
詞接頭辞の役割を見直す必要性が出てきた。  
 さらに、動詞接頭辞が動詞に接続すると、
動詞のとる項が変化する現象があり、なぜそ

のような構文変化が生じるのかを解明する
必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下の点を明らかにすること
を目的とした。 
(1) ハンガリー語の動詞接頭辞の語彙的意
味と文法的機能を的確に記述する。 
 
(2) さまざまな動詞接頭辞の文法化のあり
方やその背景を、視点の移動、焦点化、「図」
と「地」の反転、メタファー、メトニミーと
いった認知言語学の枠組みによって検討し、
記述する。 
 
(3) 動詞接頭辞が動詞に付加されることに
より、新たな項（対格）が出現したり、項の
交替（場所格と対格）が起きるなど、構文変
化が生じる点に着目し、こうした変化がなぜ、
どのようにして生起するかを検討し、記述す
る。 
 
(4) 成果をハンガリー語教育や辞書記述に
役立てる方法を検討する。 
 
３．研究の方法 
 以下の作業を実施した。 
(1) 文献の収集と検討 
 ハンガリー語の動詞接頭辞に関する共時
的および通時的文献および文法化、認知意味
論の文献を収集し、検討した。 
 
(2) データの収集と整理、検討 
 ハンガリー科学アカデミー言語学研究所
の言語コーパス Magyar Nemzeti Sövegtár 
(http://corpus.nytud.hu/mnsz/) を利用し
て、ハンガリー語動詞接頭辞meg, el, ki, be, 
fel, le の用例を収集し、整理分析した。ハ
ンガリーの現代作家 Nádas Péter の作品
(Egy családregény vége) を分析して、動詞
接頭辞の一般的でない用法を抽出して検討
した。 
 
(3) データや考察の妥当性の検討 
 収集した用法の妥当性、一般性、特殊性、
および分析の妥当性について、ハンガリー語
学の専門家の助言を得た。成果を類型論研究
会や日本ウラル学会、国際ハンガリー学会、
国際フィン・ウゴル学会で報告し、意見や助
言を得た。 
 
４．研究成果 
(1) ハンガリー語動詞接頭辞 ki が再帰代名
詞の対格形とともに使用されている用法の
データを収集して分析した結果、動詞接頭辞
ki が再帰代名詞の対格形とともに使用され
ている用法のほとんどは、自動詞のなかでも、
動作の主体が主語になっているいわゆる非
能格動詞であること、また、意味的には「動
作や行為を十分に行う」という意味を付加す



ることがわかった。本来、「外へ」の意味を
表す動詞接頭辞 ki が、なぜそのような意味
を持つのかについて考察した結果、「外への
移動」いう空間的なイメージスキーマが、メ
タファーにより状態変化として捉えられ、さ
らに結果状態に視点が当たることにより、結
果状態が前景化（終端焦点化）されたと考え
られること、再帰代名詞の対格形が現れるこ
とについても、結果状態の前景化により、状
態変化した対象（全体的に影響を受けた対象
物）が目的語になると説明できることがわか
った。この成果を、平成 22 年 8 月 9 日～14
日にハンガリーのパーズマーニ・ペーテル・
カトリック大学で開催された国際フィン･ウ
ゴル学会において発表し（発表⑤）、論文（論
文⑤、⑥）にまとめた。 
 
(2) ハンガリー語の動詞接頭辞のなかで、も
っとも文法化が進んでいる meg についての
先行研究を収集し、meg の意味機能がどのよ
うに記述されているかを、整理し、比較、検
討した。これまでの研究で確認したように、
meg の主要な意味機能は動作の完了を表す機
能であるが、それ以外のさまざまな用法につ
いても、統一的な説明ができないかを検討す
るために、一般的に状態の開始を表すと記述
されている用法に焦点を当てて研究を進め
た。 
 ハンガリー語動詞接頭辞 meg が状態の開
始を表している用法のデータを収集して、分
析した結果、「好きである」「嫌いである」な
ど心理状態を表す動詞に接続し、「好きにな
る」や「嫌いになる」のような状態変化を表
す動作動詞を形成する事例を確認した。  
 動詞接頭辞 meg の完了の用法は、これま
での研究で明らかになったように、meg が本
来「うしろへ」の意味を表していたことから、
「うしろへの移動」という空間的なイメージ
スキーマが、メタファーにより状態変化とし
て捉えられ、さらに結果状態に視点が当たる
ことにより、結果状態が前景化（終端焦点化）
されて形成されたものと考えられるが、状態
の開始を表す機能も、これと同様に、｢好き
でない｣あるいは「無関心な状態」から｢好き
である｣状態への状態変化が完了すると捉え
ることができ、これにより｢状態の開始｣にか
わり｢状態変化の完了｣として、完了用法のひ
とつとして同じ枠組みで説明でき、ハンガリ
ー語教育にも応用できることがわかった。 
 この成果を、平成 23 年 8月 22日〜27 日に
ルーマニアのバベシュ・ボヤイ大学で開催さ
れた国際ハンガリー学会において発表し（発
表③）、論文にまとめた（論文①）。 
 
(3) 動詞接頭辞 meg の主要な意味機能は動
作の完了を表す機能であるが、それ以外にも
さまざまな用法がある。しかし、そのなかで
も動詞接頭辞 meg が付加することによって
生じるさまざまな意味的ニュアンスについて
は、先行研究ではまだ十分に記述されていな

いのが現状である。そこで、データを収集し
て分析を行った。さらになぜそのような微妙
な意味のちがいが生じるのかについて、統一
的な説明ができないかを検討した。 
 その結果、動詞接頭辞 meg が付加される
と、「なんとか〜する」「やっと〜する」と
いった意味を表す事例があることが確認さ
れた。動詞接頭辞 meg の完了の用法は、こ
れまでの研究で明らかになったように、meg 
が本来「うしろへ」の意味を表していたこと
から 、「うしろへの移動」という空間的な
イメージスキーマが、メタファーにより状態
変化として捉えられ、さらに結果状態に視点
が当たることにより、結果状態が前景化(終
端焦点化)されて形成されたものと考えられ
る。これに対して、「なんとか〜する」「や
っと〜する」といった意味は、始点から到達
点への移動のイメージスキーマのなかの移
動の過程の部分、あるいは、状態変化の過程
の部分が意識される、すなわち、背景化され
ている要素が活性化されることによって生
じると説明できることから、この用法も移動
のイメージ スキーマという枠組みで分析で
きることがわかった。同時に背景化された要
素もなんらかの役割を担っており、その重要
性が確認できた。 
 
(4) 動詞接頭辞のなかで比較的文法化が進
んでいる el について用例を収集し分析を
行った。その結果、「なんらかの起点から離
れて、外れて、斜めに」「見えないところへ」
「長い間ずっと〜する」「最後まで〜する」、
「完全に〜する」、「〜しすぎる」「誤って〜
する」「ついに〜する」といった意味拡張が
確認できた。 
 これらの多様な意味機能は、他の接頭辞と
同様に、「ある起点から離れて到達点に至る
までの移動」という空間的なイメージスキー
マが、メタファーにより状態変化として捉え
られたり、結果状態に視点があたることによ
り、結果状態が前景化（終端焦点化）されて
形成されたものと考えられる。いずれの意味
機能も、始点から到達点への移動のイメージ
スキーマのなかのどの部分が意識されるの
か、移動の過程なのか、あるいは状態変化の
過程の部分なのか、背景化されている過程の
どの部分が活性化されるかによって意味の
ちがいが生じると説明できることが確認で
きた。 
 
(5)「～の中へ」の意味を表す動詞接頭辞 be
の用法のデータを収集し、それらの意味機能
を文法化の観点から分析し、文法化の程度と
構文との関連性について検討した。 
 その結果、「～の中へ」という基本的な意
味をもつ接頭辞 be にも、中への移動による
空間変化（へっこむ、閉じる、満たされる、
おおう）から、空間変化の完了（完全に～す
る、最後まで～する）といった拡張された意
味があり、文法化の現象が観察され、完了ア



スペクトを表わす文では対格構文が使われ
ることが確認できた。 
 また、be は歴史的にみると、使用頻度も
低く、完了アスペクトをあらわす機能への文
法化の程度も低いが、最近の現象として、と
りわけ若者ことばにおいて、使用域が広がっ
ていることが観察された。 
 新たな使用例において、be は完了アスペ
クトや、微妙な二ユアンスを表したり、場合
によっては、まったく異なる新しい意味を生
成する事例もあり、今後の課題として派生辞
としての動詞接頭辞の生産性について検討
する必要があることがわかった。 
 
(6) 動詞接頭辞の生産性について考察する
ために、ハンガリーの現代作家 Nádas Péter 
の作品(Egy családregény vége) を分析した。
その結果、慣例的でない用例がいくつか見つ
かった。それらは辞書などには記述されてい
ない用法であり、動詞接頭辞の生産性が高い
ことが確認できた。これについて研究会にお
いて報告を行った（発表②）。 
 
(7) ともに完了アスペクトを付与する機能
をもつ接頭辞 meg と el のどちらも使用が
可能な用例における意味の差異について分
析し考察した。その結果、meg は予測される
事態にたいして、el は予測できない、予想
外の事態にたいして使われる事例があるこ
とがわかった。この差異はイメージスキーマ
において、背景化された要素が関連している
と思われる。meg の語源は「うしろへ、戻っ
て」、el のプロトタイプ的意味は「離れて、
遠くへ」であり、こうした意味は文法化によ
り背景化し消失したとされているが、この背
景化されたプロトタイプ的意味が微妙な意
味の差異を引き起こしていると仮定でき、今
後の課題となった。 
 
(8) 動詞接頭辞つきの動詞は対格を項とし
てとる傾向があり、多くの場合、定冠詞をと
もなって表れる。そのため動詞は定活用にな
ることが多い。動詞接頭辞の機能として、事
象を記述するさいに、物事を限定する役割が
あることが想定される。ハンガリー語におい
ては定・不定の概念が重要であるが、そこに
動詞接頭辞も関与している可能性を指摘し
た（論文②）。 
 
(9) さまざまな動詞接頭辞の意味や用法に
ついて得られた知見を『ハンガリー語単語
集』およびハンガリー語の入門書『ニューエ
クスプレス ハンガリー語』における記述や
練習問題などに応用した。  
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